
　6月20日から22日にかけて、今年度第1回目の「笠松町あいさつ運動」が実施され、町内の各所で

「おはようございます」の声が響き渡りました。 

　今年で9年目を迎えるこの活動は、主体となる笠松中学校生徒会とそれを支える多くの団体や有

志の皆さんの協力により継続されてきた取り組みです。 

　小・中学校の通学路では、登校してくる児童と生徒の挨拶が交わされるとともに、各校区の見守り

隊や地域の人 と々の間で挨拶が交わされました。さらに、各小学校の校門では、小・中学生や支援者

がハイタッチをしながら挨拶を交わし合い、より心を通わせる活動と

なりました。 

　また、笠松駅では、小学生、中学生、岐阜工業高等学校生、支

援者が駅構内に立ち、利用者に対して「おはようございます」と声

を掛けました。 

　「笠松町あいさつ運動」の期間内に限らず、町内では年齢を問

わず活発に挨拶が交わされる場面をよく目にします。これまでの「笠

松町あいさつ運動」はもとより、日ごろから町民の皆さんが大切にし

てきた道徳心の表れだと思います。 

　今年度は、11月と2月に「笠松町あいさつ運動」が予定されてい

ます。挨拶は地域づくり、まちづくりの第一歩です。この取り組みを

契機として、さらに挨拶の溢れるまちにしていきましょう。 
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公共施設巡回町民バスの現状とアンケートの実施 公共施設巡回町民バスの現状とアンケートの実施 公共施設巡回町民バスの現状とアンケートの実施 

　下門間と米野高瀬を発着点に公共施設などを巡回している「公共施設巡回町民バス」は、昭和
61年4月の運行開始より幾度の検討を重ね、現在の38のバス停と1時間1本の定刻運行が定着し、
町民の身近な足として昨年度までに193万人を超える方に利用していただいています。現在、運行し
ている33人乗りの小型ステップバスは、平成26年10月に「かさまつ応援寄付金（ふるさと納税）」の基
金を活用し、購入しました。車体は遠くから見ても目立つ赤色に統一されており、車内にはAEDを搭
載しています。また、事前に企画課にお問い合わせいただければ、車椅子1台の乗車が可能です。 

　今後、団塊の世代が75歳を越えて後期高齢者と
なり、自動車運転免許の自主返納が益々増加し、高
齢者を中心に巡回町民バスの重要性は高くなると
見込まれます。そこで、現状のニーズや今後の路線
の変更・料金のあり方などを検討するためのアンケー
トを実施します。ご協力のほど、よろしくお願いします。 

【料　　金】 
1人一乗車100円 
※小学校就学前の児童は無料 
※身体障害者手帳、療育手帳の交付を受けて

いる方で、一定の要件を満たす場合は免除 
※回数券乗車は、11枚綴り1,000円で、ふらっと

笠松などの公共施設で販売 

【バ ス 停】 
下門間と米野高瀬を発着点に午前7時台から
午後6時台まで公共施設など38カ所に停車しま
す。なお、時刻表と運行路線図は、回数乗車券
販売場所にあります。また、町ホームページから
ダウンロードできます。 

【利用者数】 【利用者1人あたりの運行経費負担割合】 
利用者1人あたり254円で運行しています。 

【運行経費（平成29年度）】 
タイヤ、車検、修繕など 345万円 
車検用印紙、自賠責保険料など 17万円 
運行の委託費 1,659万円 

合計 2,021万円 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

77,467

78,777

79,443

76,000

76,500

77,000

77,500

78,000

78,500

79,000

79,500

80,000
（人） 

広告収入 
7円（2.8%） 

町民のみなさんの税金 
107円（42.1%） 

県からの補助 
47円（18.5%） 

料金（現金と回数券） 
93円（36.6%） 

【期　　間】 
【場　　所】 
 

【内　　容】 
 

【問 合 先】 

8月31日（金）まで 
ふらっと笠松、公共施設巡回
町民バス内など 
公共施設巡回町民バスの利
用頻度、利用目的など 
企画課　蕁388‐1113

■アンケートを実施します 
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